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科目名（英） 航空機設計１　（Aircraft Design 1 )

担当教員名 稲富 丈夫

配当学年 カリキュラムにより異なります。 開講期 後期

航空宇宙設計ｺｰｽ　選択必修
航空機整備ｺｰｽ　選択
航空宇宙ｼｽﾃﾑｺｰｽ　選択

単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

空気力学、材料力学、航空機構造を受講していることが望ましい。

受講心得
計算用具（電卓、ポケットコンピュータ等）を持参してください。

必修・選択区分

教科書 配布テキスト

参考文献及び指定
図書

耐空性審査要領　運輸省航空局検査課監修　鳳文書林
飛行力学の実際　　内藤子生著　日本航空技術協会

関連科目 航空機設計２

授業の目的

到達目標
①「耐空性審査要領」の概要を知る。
②航空機の初期設計のプロセスと内容を知る。

授業の概要

耐空性審査要領の内容を知り、空気力学、飛行性、構造、材料などについての設計の考え方を
学びながら軽飛行機を題材にして設計の基本を学びます。

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

航空機設計の概要を知り、実際の航空機の多種多様な形を見て、その特徴を考え学び
ます。また、航空機の設計環境として重要な大気について学びます。

課題演習

航空機の類別と一般的要求

航空機設計に考慮すべき事項（１）

航空機の設計は、航空法に示される耐空性審査要領に基づいて行なわねばなりませ
ん。このため、まず、耐空性審査要領の総則に示されている、機体の類別および強度、
構造および性能についての一般要求について学びます。

課題演習

航空機と環境条件

耐空性審査要領に示される、操縦性、安定性および飛行荷重、突風荷重、その他の荷
重条件について学びます。

課題演習

航空機設計に考慮すべき事項（２）

強度･剛性に対する要求として、安全係数、使用材料、使用ファスナー、適用する工作法
について学びます。また、操縦系統や着陸装置に関する要求条件の概要を学びます。

課題演習

中間テストおよび問題解説

第1回～第4回の授業内容について中間試験を行います。また、問題について解説を行
います。

機体の設計の流れ

機体設計の流れを知り、重量の推算、主翼の平面形、翼型の選び方の概要を学びま
す。

主翼翼面積の決め方（１）

平成２８年度 授業シラバスの詳細内容



第 8 週 ：

第 ９ 週 ：

第 １ ０
週 ：

第1１週：

第1２週：

第1３週：

第1４週：

第15週：

第1６週：

合計欄 100点

揚力、抵抗、空力中心などを知り、主翼の面積の設定について学びます。 軽飛行機の設計演習

主翼翼面積の決め方（２）と必要なエンジン出力

通常、風洞試験データは翼幅が無限大の場合であるため、これを実際の翼幅に補正し
て使用する方法を学びます。また、上昇や旋回時のエンジン出力の見積もり方について
学びます。

軽飛行機の設計演習

飛行性能

航空機の初期設計を行う上で最小限必要な性能計算として、滑空、上昇、旋回性能につ
いて学びます。

軽飛行機の設計演習

中間テストおよび問題解説

第６回－第９回の授業内容について試験を行います。また、問題について解説を行いま
す。

航空機の安定性と操縦性

尾翼や補助翼の位置や大きさを設定するために必要な縦安定、方向安定、横安定の概
要について学びます。

軽飛行機の設計演習

離着陸性能

離陸性能および着陸性能の推算方法について学びます。 軽飛行機の設計演習

プロペラ性能

プロペラの性能推定方法を学びます。 軽飛行機の設計演習

軽飛行機初期設計資料作成

授業と並行して進めている軽飛行機の初期設計資料を作成する。 軽飛行機の設計演習

軽飛行機初期設計資料作成

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

軽飛行機の初期設計資料を作成し提出します。 軽飛行機の設計演習

期末試験

第１回～第１５回の授業内容について試験を行います。

（３）アクティブ・ラーニング 「アクティブ・ラーニング科目」

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

地域志向科目 該当しない

【関心・意欲・態
度】

課題に真剣に取り組み理解できないところは積極的に質問して理解する。

【知識・理解】

①「対空性審査要領」の内容の概要と考え方を理解する。
②飛行機の基本的な設計手法と順序を理解する。
③小型プロペラ機の初期設計の基本部分を行える。

【思考・判断・創
造】

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

○成績評価基準（合計100点）



10点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

10点

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。

発表・その他
（無形成果）

（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
40点 30点

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）

達成水準の目安は以下の通りです。

[Sレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
[Aレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
[Bレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
[Cレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 10点


